
 
けいはんな学研都市 広報誌 June 2022 Vol.53 

けいはんな View 特集：けいはんなと万博 古川パビリオン 

令和 4年（2022）6月発行：公益財団法人関西文化学術研究都市推進機構 

けいはんな View は学研都市の新しい

動きや関係機関の皆様方の活動を始

め、地域の文化や催事情報などをお届

けする学研都市の広報誌（年間 4 回発

行） 

EXPO 2045 にむけて大阪・関西万博の

特集を組まれ、その一つ「万博いまむ

かし⑤」が掲載されました。 

今回は EXPO‘70 パビリオン編：「古河

パビリオン」を紹介。 

 中央部・万国博ホールまでのロープ

ウエーの中間に七重塔の古河パビリオ

ンが建っていた。天平のころ、奈良東

大寺に廬舎那仏が造られ、大仏殿や講

堂の伽藍の中心にあったという、現存

しない幻の塔を模して造られた。 

 中は「コンピュートピア」と銘打つ

実験劇場。コンピュータ・ハンド・ゲー

ム、電車の運転テスト、碁とコンピュ

ータの対決など楽しく遊べた。 

コンピュータドレスデザインでは自分

好みのドレスがつくれた。 

顔認証・音声識別でショッピングが楽

しめるキャッシュレスショッピング、 

コンピュータが自ら作る画像と音の世

界、などの展示があり昭和 45年(1970)

の描く近未来を楽しんだ。 

富士通製コンピュータ、古河パビリオ

ンが紡いだ人間の生活、未来の夢は現

代のものに定着している。 

 パイリオンは会期後解体され、七重

塔の相輪は東大寺大仏殿横に保存され

ている。 
EXPO‘70「左からサントリー館、電力館、ワコール・

リッカーミシン館、古河パビリオン、右奥にソ連館」 

写真撮影：厚見昌彦氏 


